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図面表
図面番号 図面名 縮尺
A-01
A-02
A-03

B-01

全体平面図　全体断面図
全体アイソメトリック図
カウンター・展示壁面詳細図

トーテム詳細図
C-01 ステージイメージ図

1:100
-
1:50

1:20, 1:5
-

A-04 会場全体イメージ図 1:50

D-01 特記事項 -

展示設備に係る基本設計説明書及び基本設計図面



全体平面図　全体断面図 S=1/100

トーテムx8台
図面 B-01 参照
可能な限り現場で配置微調整

造作壁
図面A-03参照

カウンター
図面A-03参照

ステージ
図面C-01参照
可能な限り現場で配置微調整

カウンター
図面A-03参照

造作壁
図面A-03参照

全体平面図　S=1/100

全体断面図　S=1/100

全体断
面図

ポスターやモニターの設置
和歌山県庁と協議の上決定

ポスターやモニターの設置
和歌山県庁と協議の上決定

ポスターやモニターの設置
和歌山県庁と協議の上決定

バックヤード
（24.5 平米）

展示エリア
（206.6 平米）

バックヤード
（24.5 平米）

展示エリア
（206.6 平米）

テント側天井は自然採光を念頭に照明計画

下屋部の天井は仕上げ次第で
新しい天井によって隠すことも考
慮

既存建築部分
(詳細は最新の関西パビリオン設計図等を参照)

徳島ゾーン

三重ゾーン

徳島ゾーン

分電盤 長ソファ
仕様、デザインは和歌山県の地元の産業を
アピールするようなものとし
和歌山県庁と協議の上決定
例：高野口パイルの使用など

長ソファ
仕様、デザインは和歌山県の地元の産業を
アピールするようなものとし
和歌山県庁と協議の上決定
例：高野口パイルの使用など

長ソファ
仕様、デザインは和歌山県の地元の産業を
アピールするようなものとし
和歌山県庁と協議の上決定
例：高野口パイルの使用など

空調については
床置き空調の場合はバックヤードに配置し、壁面内にダクトと吹
出口を設置する
もしくは、天井内に空調設備を全て設置する
ことでなるべく目立たないように会場を空調する
（空調方式など詳細は和歌山県庁と協議の上決定）

半径:3850mm

36°

バックヤード
家具配置図面
A-03参照

トーテムx8台
図面 B-01 参照
可能な限り現場で配置微調整

24
70

25
00

1800

既存パーティション

外壁側の内装仕上げ
既存のパーティション
と同じ仕上げにすること

既存パーティション

外壁側の内装仕上げ
既存のパーティション
と同じ仕上げにすること

外壁側の内装仕上げ
既存のパーティション
と同じ仕上げにすること

大阪・関西万博和歌山ゾーン
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全体アイソメトリック図

トーテムx8台
図面 B-01 参照

造作壁
図面A-03参照

カウンター
図面A-03参照

ステージ
図面C-01参照

ポスターやモニターの設置
和歌山県庁と協議の上決定

長ソファ
仕様、デザインは和歌山県の地元の産業を
アピールするようなものとし
和歌山県庁と協議の上決定
例：高野口パイルの使用など

ポスターやモニターの設置
和歌山県庁と協議の上決定

全体アイソメトリック図

バックヤード
（24.5 平米）

展示エリア
（206.6 平米）

長ソファ
仕様、デザインは和歌山県の地元の産業をアピールするようなものとし
和歌山県庁と協議の上決定
例：高野口パイルの使用など

カーテン
（開口高さ3m程度）

外壁側の内装仕上げ
既存のパーティション
と同じ仕上げにすること

既存パーティション

既存パーティション

外壁側の内装仕上げ
既存のパーティション
と同じ仕上げにすること

大阪・関西万博和歌山ゾーン
株式会社 Tangent Japan
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造作壁・カウンター断面図 S=1/50 造作壁立面図 S=1/50

カウンター・造作壁・バックヤード平面図 S=1/50

39
60

8730

バックヤード
（24.5 平米）

展示エリア
（206.6 平米）

バックヤード
（24.5 平米）

カウンター・展示壁面詳細図 S=1/50

更衣室

レセプション

20
60

壁掛けアート設置予定
コンテンツ作成者および和歌山
県庁と協議の上決定

ロッカーハンガーラック
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道具置き場

分電盤

机

シンク

下部 冷蔵庫・保管庫
引き戸で隠す

下部 冷蔵庫・保管庫
引き戸で隠す

バックヤード側収納

下部 冷蔵庫・保管庫
引き戸で隠す

下部 冷蔵庫・保管庫
引き戸で隠す

バックヤード側収納

シンク

無垢紀伊材のカウンタートップ
（不可能な場合は別途相談）
仕上げ：オイルステイン
色：黒
サンプル検討必要

カウンター用スツールx９脚

レセプション用椅子x１脚

無垢紀伊材のカウンタートップ
（不可能な場合は別途相談）
仕上げ：オイルステイン
色：黒
サンプル検討必要

カウンター下部
レセプション用デスク＆収納

造作壁上部を既存鉄骨に固定

60
0

70
0

カーテン
（開口高さ3m程度）

造作壁
コンテンツ制作者と協議の上
仕上げ、素材等の詳細を決定

造作壁
コンテンツ制作者と協議の上
仕上げ、素材等の詳細を決定
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Draft

全体イメージ図

全体イメージ図

大阪・関西万博和歌山ゾーン
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43
00

635

ディスプレイ立面図 S=1/20 ディスプレイ断面図 S=1/20

15
0

635

37
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トーテム詳細図 S=1/20, 1/5

仕上げ：紀州塗り
色、厚み、施工方法: 漆職人と検討

屋内用LED ディスプレイx6
製品参考：MINAMIHARA LED 屋内型
LEDビジョン（MIFシリーズ）

鉄板
サイズ、固定方法:構造設計者
と検討

150x75mm ミゾ形鋼
構造設計者と協議の上、
詳細を決定

仕上げ：紀州塗り
色、厚み、施工方法: 漆職人と
検討

真鍮見切材
（不可能な場合は別途相談）
サンプルによる検討必要

真鍮見切材
（不可能な場合は別途相談）
サンプルによる検討必要

トーテム平面図 S=1/5

トーテム解体図

屋内用LED ディスプレイx6
製品参考：MINAMIHARA 
LED 屋内型LEDビジョン
（MIFシリーズ）

真鍮見切材
（不可能な場合は別途相談）
サンプルによる検討必要

150x75mm ミゾ形鋼
構造設計者と協議の上、詳細を決定

屋内用LED ディスプレイx6
製品参考：MINAMIHARA LED 屋
内型LEDビジョン（MIFシリーズ）

背面フレーム
仕上げ：紀州塗り
色、厚み、施工方法: 漆職人と
検討

前面フレーム
メンテナンス用に取り外し可能に
しておく
仕上げ：紀州塗り
色、厚み、施工方法: 漆職人と検討

土台
仕上げ：紀州塗り
色、厚み、施工方法: 漆職人と検討

鉄板
サイズ、固定方法:構造設計者と検討

固定方法は製作者と
再検討

コンクリートスラブ

既存建築部分
(詳細は最新の関西パビ
リオン設計図等を参照)

木材（無垢材もしくは集成材）
樹種：紀伊材をなるべく使用
（不可能な場合は別途相談）

700 700

木材（無垢材もしくは集成材）
樹種：紀伊材をなるべく使用
（不可能な場合は別途相談）

大阪・関西万博和歌山ゾーン
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ステージ使用イメージ1 ステージ使用イメージ2 ステージ使用イメージ3

ステージ平面図 S=1/50

ステージ断面図 S=1/50

ステージイメージ図
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ステージイメージ図

プレゼンテーションやパフォーマンスなどに利用 掛け軸や絵画などの展示に利用する際の柱形のパーテションも必要
パーテションを利用しない時に、取り付ける用の穴などがなるべく目立たないよ
うな配慮が必要
また、レールを周囲に取り付ける必要あり

生花や彫刻の展示などに利用する際もイメージ２と同様のレールが必要となる

ステージ
素材、仕上げ等はイメージ図
を元に実施設計者により提案

ステージ
素材、仕上げ等はイメージ図
を元に実施設計者により提案

大阪・関西万博和歌山ゾーン
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特記事項

特記事項

１） 図中、記載されている寸法は概略寸法であるので、製作以前に施工図を提出し和歌山県庁の承認を受けること 

２） 既存下屋部分の天井、会場全体の床、外壁側の内装仕上、ステージ等はA-04の全体イメージ図と、関西パビリオン基本設計図等を参考に実施設計者によって素材と仕上を提案、和歌山県庁と和歌山ゾーン構築総合ディレクターと協議の上決定

３） トーテムの紀州塗りは、スプレー塗装で漆に似せた風合いの仕上げを塗装職人と相談の上決定
また蒔絵を施すかどうかなど、和歌山県庁と和歌山ゾーン構築総合ディレクターと協議の上で最終的なデザインを決定する

４） 紀州塗りは、和歌山県海南市黒江地区を中心に生産されている紀州漆器において用いられる技法であり、その歴史を踏まえて和歌山の魅力を表現するものであるため、当該技法に精通した職人により仕上げること。

５） 照明、設備計画は、和歌山県庁とコンテンツ制作者と協議の上、実施設計者により提案
特に以下の点に注意
①８本のトーテムの映像が連動することができるようなシステムの設計とそれに伴う設備をバックヤードに配置。また、パソコンを用いて各トーテム映像コンテンツの入れ替え、再生が柔軟にできるようにすること
②各トーテムの前に立つ観客に向け超指向性スピーカーを配置、またトーテムの映像とスピーカーからの音声が連動できるようにすること
③各配線、配管は基本的に床下あるいは壁内に納め、かつメンテナンスができるようにすること

６） 造作壁の冷蔵庫やシンクなどの詳細は和歌山県庁と協議の上、実施設計者が提案

７） 置き家具の製品選定は実施設計者が提案し、和歌山県庁と和歌山ゾーン構築総合ディレクターと協議の上決定

８） カウンターのデザインは「上質な和歌山」を表現するにふさわしいデザインを実施設計者が提案し、和歌山県庁と和歌山ゾーン構築総合ディレクターと協議の上決定

９） サンプル検討は基本的に和歌山県庁と和歌山ゾーン構築総合ディレクターと共に行うこととする

大阪・関西万博和歌山ゾーン
株式会社 Tangent Japan
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